


















Developmental functions of finality particle “Ne” in early childhood
矢 野 の り 子
キーワード：コミュニケーションの根源的機能、対話構造、発話の連鎖、
感情の共有、マザリーズ
function as the basis for communication, phatic communication,









担うものと言える。⑶ 最初に現れる終助詞 “ね” は、コードの共有ではなく、感情の共有を示してい
ると思われる。他者を想定しているのであるが、自己と他者が分化しつつも、場面に溶け込んだ（癒
合的な）文脈の中で生じている。⑷ 終助詞 “ね” は、大人が乳児に話しかける際のマザリーズの機能




























































ンチュウヤ ドウジョ」・・・「コエコエナイナイタ・・・エンデヤ ククウヤ コエヤ コエ
ヤ コエネ」
Y〔記録4〕（1:8、24）母と描画している。「シュウシュッパイ シュッパイア・・・コーヤッ
テ コーヤッテ シュッパイ パイ・・コエハ シュウウアパイ コエハ シュウウアパ
イ・・・」「アイアイ アジュジジャー ハアー コエヤ ナンヤ コエコエ ジョウチャン
ネ（と長い2本線描く）＜ぞうさんだねえ＞ジョウチャン コエコエ アッ コエヨー ナ
ンヤ＜何だろうね＞アーア コエコエ ジョウシャンネ＜これは何かな？＞ナンヤ ナンヤ
マイア ナンヤ アッ アーア アーア（と塗りつぶす）コエコエ コエネ（と円錯画する）」












































児の自称詞）ネ クンネ ヒコウキノッタネ イイキモチダッタネー」















































































表１ 絵の叙述における “ね” の頻度
大学生を想定 幼児を想定 お年寄りを想定
男 2.53 15.6 6.8
女 3.56 30.8 7.68
総計 3.05 23.2 7.24
























がら、「ハイ アイシュ タベウカ」・・・「タベウ？オイシイデ」「オイチニ オイチニ」と人






のひとり言が出現している。ここにおいても終助詞 “ね” “よ” が頻発している。
Y〔観察17〕（2:4、24）一人で積み木を並べ、新幹線のおもちゃを手にしながら、「コエネ コ
エネ テッキョウ テッキョウダ ハシレヨシテ ママ（と隣室のMoに呼びかけるが、そ
のまま発話を続ける）キシャ シュッポ シュッポ ハヤイヨ カンカンカン トオリマ
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